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（平成19年） 
●まちづくり委員会から 
　「まちづくり基本条例案」が報告されました…Ｐ2～3 
●ふるさとまつり今年も盛大に開催……………Ｐ4～5 
●私たちが新しい民生委員です…………………Ｐ6 
●長年の功績をたたえ……………………………Ｐ7

　１１月４日、ふるさとまつりの２日目に恒例の「桐 
ゲタ健康マラソン大会」が行われました。 
　今大会には、町内外から大勢の方が参加し、町特産 
の桐ゲタをはいて、町内をカランコロンとゲタの音を 
響かせながら、自慢の健脚を競い合いました。 
　また参加者の中には、ウルトラマンやゲゲゲの鬼太 
郎などに仮装したランナーもいて、沿道で声援を送る 
観客を楽しませていました。 
　走り終えた参加者にはナメコ汁が振る舞われ、皆、 
おいしそうに箸を口に運んでいました。 
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                 り
、
そ
の
あ
と
新
田
会
長
よ
り
、
町
長
へ
報
告
 

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
町
長
か
ら
は
、「
し
っ
 

か
り
と
し
た
条
例
案
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
委
員
の
皆
 

さ
ん
に
は
、『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
大
切
さ
 

を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
 

思
い
ま
す
。」と
の
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
最
後
に
、
委
員
会
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
㈱
三
菱
 

総
合
研
究
所
 川
村
雅
人
さ
ん
よ
り「
こ
れ
ま
で
 

の
過
程
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
。
作
っ
て
 

終
わ
り
で
は
な
く
、
本
当
に
こ
の
条
例
に
沿
っ
 

て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
 

と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
報
告
書
を
基
に
、
町
で
は
　
月
町
議
 

会
定
例
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。
 

                 　
　
月
９
日
（
金
）
、
交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ
 

で
、
第
　
回
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
開
か
れ
、
 

そ
の
席
上
、
２
年
４
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
検
討
し
 

て
き
た
「
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
案
」
 

が
山
口
町
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
は
じ
め
に
同
委
員
 

会
の
新
田
勉
会
長
よ
り
「
　
名
の
委
員
が
、
ま
 

ち
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
を
出
し
合
っ
て
魂
の
 

こ
も
っ
た
条
例
を
作
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
や
 

っ
て
き
ま
し
た
。
立
派
な
条
例
案
が
出
来
た
と
 

自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
の
取
 

り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
 

な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。」と
の
あ
い
さ
つ
が
 

あ
り
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
田
崎
眞
平
副
会
長
よ
り
、
報
告
書
の
 

中
に
あ
る
委
員
会
の
思
い
入
れ
を
綴
っ
た
「
条
 

例
案
を
報
告
す
る
に
あ
た
っ
て
」
の
朗
読
が
あ
 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か
ら
 

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
案
」
 

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
 

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
２
年
４
ヵ
月
に
わ
た
り
作
成
に
取
り
組
ん
で
き
 

た
「
町
の
憲
法
」
と
な
る
「
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
案
」
が
　
 

月
９
日
（
金
）
、
町
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
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    強
か
ら
は
じ
め
、
本
格
的
な
条
例
づ
く
り
に
入
 

っ
て
か
ら
は
、「
委
員
会
―
役
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

チ
ー
ム
―
正
副
会
長
会
議
―
再
び
委
員
会
…
」
 

と
い
う
検
討
サ
イ
ク
ル
を
何
度
も
繰
り
返
す
な
 

ど
、
議
論
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
条
例
の
大
体
 

の
形
で
あ
る
「
骨
子
案
」
の
段
階
で
は
、
　
回
 

の
町
民
説
明
会
を
行
い
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
 

に
条
例
の
内
容
が
説
明
さ
れ
、
意
見
交
換
も
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
基
 

本
条
例
案
」
は
、
そ
の
条
文
の
中
に
多
く
の
町
 

民
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
 

こ
の
条
例
に
よ
り
、
町
民
・
議
会
・
行
政
の
三

者
に
よ
る
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

    　
今
回
報
告
の
あ
っ
た
条
例
案
は
、「
は
じ
め
に
 

（
前
文
）
」
と
　
章
　
条
か
ら
な
る
条
文
か
ら
 

出
来
て
い
ま
す
。
条
例
の
名
前
は
、は
じ
め「
住
 

民
自
治
基
本
条
例
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
 

委
員
会
の
話
合
い
で
、
や
わ
ら
か
く
親
し
み
や
 

す
い
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
と
な
り
ま
し
 

た
。
町
の
一
番
基
本
に
な
る
条
例
「
町
の
憲
法
」
 

と
い
う
こ
と
で
、
中
身
の
条
文
も
本
町
で
は
は
 

じ
め
て
の
「
で
す
ま
す
調
」
で
表
現
す
る
な
ど
、
 

分
か
り
や
す
さ
・
親
し
み
や
す
さ
に
こ
だ
わ
っ
 

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
条
例
の
理
解
を
 

助
け
る
た
め
の
「
解
説
」
も
作
成
さ
れ
、
そ
こ
 

に
は
条
文
に
は
直
接
書
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
 

た
委
員
会
の
思
い
も
盛
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
条
例
づ
く
り
の
過
程
で
は
、
ま
ず
町
を
取
り
 

巻
く
状
況
や
町
の
現
状
・
課
題
に
つ
い
て
の
勉
 

町
民
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
条
例
案
 

″
 ″
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①
は
大
賞
・
１
位
、
②
は
金
賞
・
２
位
、
 

　
　
③
は
銀
賞
・
３
位
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

  　
▼
絵
画
Ⅰ
①
折
笠
匡
②
伊
藤
て
る
子
③
齋
藤
 

　
恵
子
▼
絵
画
Ⅱ
①
新
田
禮
子
②
新
田
英
子
③
 

　
三
留
ト
シ
▼
書
道
①
渡
部
豊
四
郎
②
川
上
甫
 

　
③
佐
藤
洋
子
▼
写
真
①
齋
藤
貞
雄
②
長
谷
川
 

　
正
③
和
久
井
正
己
、
伊
藤
建
二
、
山
下
篤
▼
 

　
手
芸
①
平
野
マ
チ
子
②
須
藤
暢
子
③
佐
藤
カ
 

　
ヂ
子
、
三
留
ツ
ギ
子
、
渡
部
民
子
▼
川
柳
①
 

　
長
澤
幸
②
小
林
佳
子
③
喜
多
光
子
、
小
野
木
 

　
柳
山
▼
俳
句
（「
み
ん
な
の
広
場
」で
掲
載
）
 

  　
▼
観
光
写
真
展
①
斎
藤
勝
利
②
和
久
井
正
己
 

　
③
伊
藤
建
二
 

  　
◆
老
人
作
品
展
◆
　
 

　
▼
民
・
工
芸
品
①
三
留
義
江
②
斎
藤
勉
③
斎
 

　
藤
熊
吉
▼
手
工
芸
①
河
瀬
能
婦
子
②
渡
部
克
 

　
夫
③
津
川
春
子
▼
書
・
絵
・
句
①
新
田
穂
積
 

　
②
武
藤
マ
ツ
エ
③
和
久
井
ス
ミ
子
▼
陶
芸
①
 

　
笠
間
ト
シ
子
②
河
瀬
能
婦
子
③
折
笠
匡
 

　
◆
心
身
障
が
い
者
作
品
展
◆
 

　
①
介
護
老
人
保
健
施
設
・
憩
の
森
②
デ
イ
サ
 

　
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
③
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
 

　
ぞ
み
、
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
 

  　
▼
穀
類
①
斎
藤
啓
二
②
二
瓶
敏
子
、
石
川
満
 

　
子
③
佐
藤
忠
正
、
石
田
弘
、
斎
藤
カ
ツ
ヨ
 

　
　
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
さ
ゆ
り
 

公
園
で
恒
例
の
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
（
第
　
回
 

西
会
津
の
文
化
と
産
業
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
初
日
は
、
民
俗
芸
能
と
民
謡
の
集
い
や
子
ど
も
に
 

大
人
気
の
ゲ
キ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
２
日
目
に
は
 

ま
つ
り
の
２
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
桐
ゲ
タ
健
康
マ
ラ
 

ソ
ン
大
会
と
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
、
そ
し
て
ア
ル
 

ビ
レ
ッ
ク
ス
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
も
参
加
し
た
ミ
ュ
ー
 

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
は
、
町
内
外
か
ら
２
 

万
人
を
超
え
る
方
が
訪
れ
、
会
場
の
さ
ゆ
り
公
園
は
 

大
賑
わ
い
で
し
た
。
 

11

22

西
会
津
の
文
化
と
産
業
祭
 

　伝統芸能を皆さんに披露 

　ふるさとまつり開幕！ 

　西会津中ブラスバンド部が演奏♪ 
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　アルビレックスチアリーダーズと 

　紅晴美さんが観客を魅了！！ 

　地元のおいしい牛肉でお腹いっぱい！ 

　子どもたちも大喜び！ 

　巨大な桐ゲタが、西会津の空に舞う！！ 

▲群岡小児童も人形劇で参加「民話茶屋」 

国
際
芸
術
村
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
 

▲
 

　
▼
野
菜
類
①
岩
橋
チ
ヨ
イ
②
佐
藤
廣
子
、
山
 

　
形
貞
子
③
長
谷
川
美
枝
子
、
矢
部
弘
子
▼
果
 

　
実
類
①
物
江
栄
一
郎
②
伊
勢
亀
和
夫
▼
菌
茸
 

　
類
①
杉
原
辰
徳
②
田
崎
慎
治
▼
農
産
物
加
工
 

　
品
①
渡
部
真
理
子
②
佐
藤
ア
サ
子
③
下
小
島
 

　
さ
ゆ
り
農
園
の
会
▼
競
作
①
出
戸
ニ
ラ
出
荷
 

　
組
合
、
田
崎
慎
治
、
新
澤
豊
二
 

  　
▼
一
般
男
子
①
遠
藤
浩
一
②
寺
島
裕
光
③
根
 

　
本
伸
也
▼
壮
年
男
子
①
渡
辺
福
佳
②
小
島
正
 

　
人
③
遠
藤
也
寸
志
▼
中
学
男
子
①
加
藤
博
之
 

　
②
伊
藤
研
也
③
渡
部
暉
▼
一
般
女
子
①
渡
辺
 

　
千
寿
②
井
上
貴
子
③
梁
取
直
子
▼
小
学
生
①
 

　
渡
辺
福
生
②
荒
井
佳
史
③
小
島
佳
純
▼
フ
ァ
 

　
ミ
リ
ー
①
佐
藤
由
美
子
・
麻
衣
②
渡
辺
敬
 

　
子
・
寿
々
佳
③
増
子
昌
次
郎
・
泰
成
 

  　
▼
一
般
男
子
①
竹
中
伸
達
②
上
野
智
章
③
目
 

　
黒
賢
一
▼
女
子
①
渡
部
泰
子（
日
本
新
記
録
）
 

　
②
山
崎
り
え
③
福
地
さ
お
り
▼
少
年
男
子
①
 

　
遠
藤
誠
也
②
渡
部
暉
③
加
藤
博
之
▼
小
学
生
 

　
男
子
①
佐
藤
聖
也
②
斎
藤
良
平
③
三
留
蒼
▼
 

　
小
学
生
女
子
①
鈴
木
成
美
②
田
部
い
ず
み
③
 

　
鈴
木
菜
々
海
 

  　
▼
男
子
加
藤
博
之
▼
女
子
佐
藤
由
美
子
▼
小
 

　
学
生
鈴
木
成
美
 

  　
①
下
野
尻
Ｂ
②
下
谷
中
央
③
萱
本
Ａ
、
下
野
 

　
尻
Ａ
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氏　　　　　名 

石　川　寅　雄 

鈴　木　律　子 

杣　木　羊　子 

斎　藤　征　子 

高　濱　悦　子 

石　田　百　子 

新　田　房　子 

高　橋　恵美子 

石　川　勝　一 

清　野　清　光 

長谷川　スミヱ 

加　藤　正　男 

渡　部　健　二 

小　柴　芳　夫 

伊勢亀　キミ子 

望　月　勝　雄 

三　留　照　子 

伊　藤　光　希 

渡　部　昭　一 

岩　倉　洋　子 

斎　藤　公　子 

三　留　傳　一 

石　川　ヨリ子 

津　川　春　子 

堀　江　恭　子 

斎　藤　嘉　明 

武　藤　達　朗 

須　藤　正　二 

佐　藤　ヱイ子 

岩　橋　敬　二 

長谷川　才　吉 

伊　藤　哲　雄 

猪　俣　ミヨシ 

高　橋　市郎次 

矢　部　正　夫 

猪　俣　喜美子 

長谷川　成　博 

五十嵐　靖　夫 

佐　藤　文　男 

小　椋　作　男 

斎　藤　恵　子 

白　井　　　守 

杉　本　政　憲 

　　　担　　当　　地　　区 

１町内・２町内北側 

２町内南側・３町内 

４・５町内・四岐 

６・７町内 

８・９町内（駅前通西側） 

９町内（駅前通東側）・10町内･下小屋 

芝草 

堀越・芹沼・塩喰 

牧・安座 

西平・中野・大久保 

西原・森野 

萱本 

松尾 

上小島・尾登・野口 

下小島・さゆりが丘 

西林・西林東 

縄沢・青坂・軽沢 

牛尾・山口・程窪・泥浮山・長桜 

黒沢・出ヶ原・小杉山 

上野尻１・２・３・４組 

上野尻５・６組 

下野尻南側・端村 

下野尻北側 

徳沢・杉山 

宝川・白坂 

西山・屋敷・楢木平・熊沢 

柴崎・橋立・滝坂 

平明・呼賀・原・新村 

樟山・滑沢・井谷・八重窪 

小清水・漆窪・高目・荒木 

戸中・橋屋 

向原・塩・下松 

新町・道目 

山浦・出戸 

中ノ沢・松峯 

中町・小山・真ケ沢 

宮野・梨平・小屋 

小綱木・大舟沢 

極入 

弥平四郎・弥生 

野沢・尾野本全域（主任児童委員） 

群岡・新郷全域（主任児童委員） 

奥川全域（主任児童委員） 

私たちが 
　新しい民生委員です 

　
任
期
満
了
に
伴
い
選
任
さ
れ
た
民
 

生
・
児
童
委
員
　
人
が
、
　
月
１
日

付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
民
生
・
児
童
委
員
は
、
町
の
民
生
 

委
員
推
薦
会
が
県
知
事
に
推
薦
し
、
 

厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。
 

　
民
生
・
児
童
委
員
の
任
期
は
平
成
 

　
年
　
月
　
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
 

　
民
生
委
員
法
で
民
生
委
員
は
、
社
 

会
福
祉
行
政
の
協
力
機
関
と
さ
れ
、
 

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
そ
の
職
 

務
に
あ
た
り
、
行
政
と
地
域
住
民
の
 

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
増
 

進
に
努
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

身
近
な
困
り
ご
と
は
 

 
各
地
区
の
民
生
・
児
童
委
員
へ
 

 　
民
生
・
児
童
委
員
は
、
生
活
に
困
 

っ
て
い
る
人
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
 

る
人
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
い
ろ
い
 

ろ
な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
た
ち
の
 

相
談
に
応
じ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
 

る
よ
う
に
助
言
や
援
助
を
行
っ
て
い
 

ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
に
困
っ
て
 

い
る
人
が
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
 

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
機
関
と
の
 

連
絡
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
何
か
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
 

た
ら
、
各
地
区
の
民
生
・
児
童
委
員
 

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

杣木羊子さん 
（４町内） 

岩橋敬二さん 
（荒　木） 

43

22

11

30

12

私たちが 
　新しい民生委員です 

（敬称略） 
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▲特別功労表彰を受賞した佐藤新一さん 

                   　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

 自
治
功
労
者
表
彰
 

■
特
別
功
労
表
彰
 

　
前
町
議
会
議
員
 

　
　
佐
　
藤
　
新
　
一
（
下
小
島
）
 

 　
前
町
議
会
議
員
 

　
　
新
　
田
　
　
 
稔
（
２
町
内
）
 

 ■
功
労
表
彰
 

　
前
町
議
会
議
員
 

　
　
須
　
藤
　
又
　
市
（
萱
　
本
）
 

 　
前
町
議
会
議
員
 

　
　
佐
　
野
　
悦
　
朗
（
上
野
尻
）
 

                      　
前
町
議
会
議
員
 

　
　
長
谷
川
　
　
　
覚
（
松
　
尾
）
 

 　
前
原
町
財
産
区
議
会
議
員
 

　
　
田
　
部
　
保
　
雄
（
西
　
平
）
 

 　
前
学
校
薬
剤
師
 

　
　
渡
　
部
　
　
　
功
（
会
津
坂
下
町
）
 

 ■
善
行
表
彰
 

　
　
小
　
林
　
貞
　
夫
（
上
野
尻
）
 

 　
　
橋
谷
田
　
ト
ク
子
（
東
京
都
）
 

 感
謝
状
贈
呈
 

■
自
治
区
長
永
年
勤
続
者
 

【
　
年
勤
続
】
 

　
小
杉
山
自
治
区
長
 

　
　
田
　
崎
　
孝
　
盛
（
小
杉
山
）
 

【
５
年
勤
続
】
 

　
芹
沼
自
治
区
長
 

　
　
武
　
藤
　
新
　
一
（
芹
　
沼
）
 

　
前
端
村
自
治
区
長
 

　
　
成
　
田
　
　
　
恒
（
端
　
村
）
 

　
屋
敷
自
治
区
長
 

　
　
藤
　
原
　
清
　
鬼
（
屋
　
敷
）
 

　
柴
崎
自
治
区
長
 

　
　
武
　
藤
　
達
　
朗
（
柴
　
崎
）
 

 ■
納
税
貯
蓄
組
合
長
永
年
勤
続
者
 

【
　
年
勤
続
】
 

　
横
町
第
三
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
小
　
島
　
愛
　
子
（
５
町
内
）
 

　
山
浦
西
側
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
佐
　
藤
　
利
　
江
（
山
　
浦
）
 

【
　
年
勤
続
】
 

　
西
林
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
薄
　
上
　
陽
　
子
（
西
　
林
）
 

【
　
年
勤
続
】
 

　
下
小
屋
団
地
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
池
　
亀
　
正
　
彦
（
下
小
屋
）
 

　
上
野
尻
五
ノ
三
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
土
　
田
　
英
　
人
（
上
野
尻
）
 

　
下
野
尻
第
六
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
新
　
田
　
由
美
子
（
下
野
尻
）
 

　
端
村
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
成
　
田
　
　
　
恒
（
端
　
村
）
 

      　
式
典
終
了
後
、
経
済
産
業
省
大
臣
 

官
房
審
議
官
で
Ｉ
Ｔ
戦
略
を
担
当
さ
 

れ
て
い
る
吉
崎
正
弘
氏
を
講
師
に
招
 

き
、「
こ
れ
か
ら
の
西
会
津
町
と
ケ
ー
 

ブ
ル
テ
レ
ビ
」
と
題
し
た
講
演
会
が
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
吉
崎
氏
は
こ
の
講
演
の
中
で
、「
こ
 

こ
数
年
で
Ｉ
Ｔ
の
可
能
性
が
大
き
く
 

広
が
り
ま
し
た
。
高
精
細
の
薄
型
で
 

大
型
の
テ
レ
ビ
や
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
 

ク
の
利
用
が
安
価
に
な
っ
た
こ
と
で
、
 

離
れ
て
い
て
も
会
っ
て
い
る
よ
う
な
 

臨
場
感
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
 

ン
が
手
に
入
る
世
の
中
に
な
っ
て
き
 

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
電
話
に
代
表
さ
れ
る
通
信
 

と
テ
レ
ビ
に
代
表
さ
れ
る
放
送
と
が
、
 

      こ
こ
　
年
で
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

で
テ
レ
ビ
を
見
ら
れ
る
時
代
に
、
そ

し
て
テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

で
き
る
時
代
に
な
り
、
今
ま
で
別
物

で
あ
っ
た
通
信
と
放
送
と
が
類
似
そ

し
て
融
合
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
こ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
 

る
地
域
は
、
民
間
事
業
者
が
市
場
と
 

し
て
認
め
た
地
域
に
限
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
民
間
事
業
者
が
参
入
し
に
く
い
 

地
域
は
、
公
設
・
公
営
の
ケ
ー
ブ
ル
 

テ
レ
ビ
を
う
ま
く
活
用
し
て
い
ま
す
。
 

　
西
会
津
町
も
既
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
 

ビ
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
放
送
だ
け
 

で
な
く
、
通
信
事
業
も
行
っ
て
い
ま
 

す
。
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
 

方
法
を
考
え
る
の
は
、
地
元
の
創
意
 

で
あ
り
、
総
意
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
 

　
『
脚
下
照
顧
』
自
分
た
ち
の
良
い
 

と
こ
ろ
は
、
な
か
な
か
わ
か
り
に
く
 

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｉ
Ｔ
技
 

術
を
う
ま
く
利
用
し
、
更
な
る
発
展
 

を
目
指
す
た
め
に
も
、
こ
の
ケ
ー
ブ
 

ル
テ
レ
ビ
網
を
全
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
 

に
更
新
し
て
高
速
・
大
容
量
化
し
、
 

今
ま
で
よ
り
も
一
歩
先
ん
じ
た
利
用
 

方
法
を
考
え
る
時
期
に
き
て
い
る
の
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」と
述
べ
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

（故） 

20201510

10

▲講演をする吉崎正弘氏 

こ
れ
か
ら
の
西
会
津
町
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
 

講
演
会
 講

師
　
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
　
審
議
官
　
吉
崎
正
弘
　
氏
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　　　インフルエンザ 
　
人から人へ急速に広がる

 
 
３８℃以上の高熱、悪寒、頭 
痛、倦怠感などの全身症状を 
伴う。鼻、のどなどに症状が 
でることもある 
　　　

子ども、高齢者
 

 
　　　　　　ある 

　　　かぜ 
だらだらと広がる 
ことが多い 
主に鼻、のどなど 
に症状が現れ、発 
熱を伴うことも 
ある 
 
 
　　　なし 

 

感染力
 

 

 

　
症状
 

 

 

重症化し 

やすい人 

予防接種 

  帰
宅
時
の
手
洗
い
・
う
が
い
 

    流
行
前
の
予
防
接
種
 

　
　
特
に
　
歳
以
上
の
高
齢
者
や
、
慢
性
の
呼
 

　
吸
器
疾
患
や
心
臓
病
な
ど
持
病
の
あ
る
方
は
 

　
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い
の
で
、
流
行
 

　
前
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
　
歳
以
上
 

　
の
方
に
、
　
月
　
日
ま
で
無
料
で
予
防
接
種
 

　
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

  適
度
な
湿
度
を
保
つ
 

　
　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
 

　
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
室
温
は
　
℃
程
 

　
度
に
、湿
度
は
　
％
程
度
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
 

  十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取
 

　
　
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十
分
な
 

　
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
り
ま
し
 

　
ょ
う
。
 

  人
混
み
を
避
け
、
 

　
　
　
　
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
気
温
が
下
が
っ
て
、
空
 

気
が
乾
燥
す
る
冬
に
な
る
と
流
行
し
始
め
ま
す
。
 

今
年
は
例
年
よ
り
も
早
く
流
行
の
兆
し
が
み
ら
 

れ
ま
す
。
高
齢
者
の
場
合
、
肺
炎
を
合
併
し
て
 

死
亡
す
る
例
も
多
く
、
乳
幼
児
の
場
合
は
イ
ン
 

フ
ル
エ
ン
ザ
脳
炎
・
脳
症
を
合
併
す
る
危
険
も
 

あ
り
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
、
し
 

っ
か
り
と
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
 

                     ◆
高
齢
者
の
症
状
の
特
徴
 

　
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
熱
や
せ
き
、
た
ん
 

な
ど
の
症
状
が
で
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。
急
 

に
元
気
が
な
く
な
り
、
食
欲
が
な
く
な
る
よ
う
 

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
合
併
症
を
起
こ
し
て
い
 

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

12
65

65

31

20

60
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　秋の火災予防週間にあわせて、１１月９日に火災 
予防パレードが行われました。 
　西会津消防署の主催により行われたパレードには、 
女性消防隊や野沢保育所児童などが参加し、火災予 
防の啓発活動を行いました。 
　これからの季節、暖房器具を使用する際には、火 
の元には十分に気を付けて、火災を起こさないよう 
にしましょう。 

　１１月５日、西会津中学校で「光桐祭」が開催 
されました。 
　生徒たちは日頃学習しているアントレプレナー 
シップ教育や職場体験で学習したことなどを発表 
しました。 
　光桐祭で恒例となった、クラス対抗で行われた 
合唱コンクールでは、各クラスが一つにまとまっ 
た歌声を披露し、会場を訪れた方々を魅了してい 
ました。 
　また、会場には保護者の協力による模擬店やバ 
ザーなども催され、平日の開催にもかかわらず、 
多くの方が会場を訪れ、町のイベントに負けず劣 
らず、大盛況の光桐祭となりました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

 
す
わ
保
育
所
の
お
遊
戯
会
が
　
月
　
日
 

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
ス
テ
ー
ジ
上
の
児
童
た
ち
は
、
保
護
者
 

を
前
に
し
て
少
し
緊
張
し
て
い
る
様
子
で
 

し
た
が
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
て
き
 

た
歌
や
踊
り
な
ど
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
発
 

表
し
ま
し
た
。
 

　
発
表
を
見
に
来
て
い
た
保
護
者
は
、
我
 

が
子
の
成
長
ぶ
り
を
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
に
 

収
め
る
と
と
も
に
、
発
表
が
終
わ
る
た
び
 

に
目
を
細
め
な
が
ら
、
あ
た
た
か
い
拍
手
 

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

10

11

　
第
２
回
高
等
学
校
改
革
懇
談
会
 

が
　
月
　
日
、
西
会
津
高
校
で
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
会
議
の
冒
頭
、
町
長
か
ら
会
津
 

坂
下
町
か
ら
低
料
金
で
の
バ
ス
の
 

運
行
や
奨
学
金
制
度
な
ど
、
町
が
 

取
り
組
む
西
会
津
高
校
へ
の
支
援
 

策
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
会
議
で
は
、
各
委
員
か
ら
入
学
 

者
確
保
の
た
め
の
積
極
的
な
意
見
 

が
出
さ
れ
、
今
後
も
引
き
続
き
、
 

同
校
の
活
性
化
に
向
け
て
、
関
係
 

機
関
が
一
致
団
結
し
て
活
動
し
て
 

行
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

14

11
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

  　
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
民
話
茶
屋
を
開
催
 

し
、
西
会
津
語
り
の
会
に
よ
る
「
西
会
津
の
昔
 

話
」
が
公
演
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
公
演
の
中
で
 

は
、
お
風
呂
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
昔
話
を
聞
 

い
て
昔
語
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
鈴
木
成
実

さ
ん
・
一
成
く
ん
の
双
子
の
姉
弟
（
２
町
内
）

も
出
演
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
群
岡
小
学
校
伝
統
ク
ラ
ブ
の
小
学
生
 

６
名
に
よ
る
屋
敷
人
形
芝
居
「
大
蛇
の
涙
」
も
 

公
演
さ
れ
、
聴
く
だ
け
で
な
く
、
聴
い
て
見
て
 

楽
し
め
る
公
演
と
な
り
ま
し
た
。
 

               　
さ
ゆ
り
公
園
管
理
棟
 

内
で
は
、
日
本
の
伝
統
 

文
化
で
あ
る
お
茶
を
振
 

舞
い
ま
し
た
。
来
場
者
 

は
お
茶
の
心
に
触
れ
静
 

か
な
時
間
を
た
ん
の
う
 

し
て
い
ま
し
た
。
 

  　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
期
間
中
、
体
育
館
内
で
は
 

芸
術
村
に
よ
る
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
教
室
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
雑
誌
な
 

ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使
用
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
 

（
風
鈴
）
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
 

ル
材
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
 

精
神
を
育
む
こ
と
も
視
野
に
入
れ
た
教
室
で
し
 

た
。
 

　
参
加
者
は
、
思
い
思
い
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
 

切
り
、
絵
具
を
塗
り
、
雑
誌
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
 

を
利
用
し
て
飾
り
付
け
し
、
世
界
で
一
つ
し
か
 

な
い
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
に
満
足
そ
 

う
で
し
た
。
ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
流
 

も
深
ま
り
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
っ
た
よ
う
で
 

し
た
。
 

          　
絵
画
や
写
真
な
ど
の
展
示
部
門
 

は
、
　
月
　
日
（
水
）
か
ら
さ
ゆ
 

り
公
園
体
育
館
で
プ
レ
オ
ー
プ
ン
 

し
、
多
く
の
方
々
に
観
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

　
今
年
は
昨
年
よ
り
　
点
多
い
 

４
２
３
点
の
応
募
作
品
が
あ
り
、
 

会
場
一
杯
に
展
示
さ
れ
た
作
品
に
、
 

来
場
者
は
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
 

い
ま
し
た
。
 

　
会
場
の
一
画
に
は
、
町
観
光
協
 

会
が
観
光
絵
葉
書
の
発
売
を
記
念
 

し
て
、
郡
山
在
住
、
橋
本
広
喜
さ
 

ん
の
「
西
会
津
の
風
景
」
と
題
し
 

た
絵
葉
書
の
原
画
展
も
あ
り
、
会
 

場
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
小
中
学
生
の
作
品
や
西
 

会
津
国
際
芸
術
村
と
の
交
流
作
品
、
 

キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
作
品
も
 

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
交
流
作
品
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
 

か
ら
来
町
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
 

ら
作
品
に
対
し
て
の
コ
メ
ン
ト
も
 

付
さ
れ
て
お
り
、
心
和
む
展
示
場
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

31

43

10

昔語りをする鈴木成実さん・一成くん姉弟 
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１　　　　区 
（４．０㎞） 
２　　　　区 
（８．２㎞） 
３　　　　区 
（５．８㎞） 
４　　　　区 
（７．３㎞） 
５　　　　区 
（６．４㎞） 
６　　　　区 
（８．３㎞） 
７　　　　区 
（５．４㎞） 
８　　　　区 
（５．４㎞） 
９　　　　区 
（３．０㎞） 
１０　　　区 
（９．２㎞） 
１１　　　区 
（３．９㎞） 
１２　　　区 
（７．０㎞） 
１３　　　区 
（４．８㎞） 
１４　　　区 
（５．７㎞） 
１５　　　区 
（３．４㎞） 
１６　　　区 
（８．４㎞） 

新　澤　　　歩 
（西会津中２年） 
薄　上　紘太郎 
（喜多方高２年） 
伊　藤　寛　朗 
（西会津中３年） 
根　本　雅　彦 
（西会津消防署） 
三　留　怜　央 
（西会津中２年） 
江　川　正　樹 
（にしあいづ福祉会） 
小　島　　　匠 
（西会津中１年） 
岩　原　　　隼 
（西会津中３年） 
佐　藤　郁　美 
（西会津中３年） 
渡　部　貴　之 
（自衛隊宮城多賀城） 
三　留　由　香 
（主婦） 

雅楽川　隼　人 
（㈱アズール） 
渡　部　和　之 
（西会津消防署） 
薄　上　南　平 
（西会津中３年） 
鈴　木　千賀子 
（西会津中２年） 
斎　藤　正　利 
（西会津町役場） 
豊　島　洋　一 
片　浦　清　孝 
長谷川　辰　男 

１６分２１秒 
 
２８分１９秒 
 
２０分５９秒 
 
２６分０９秒 
 
２３分３６秒 
 
３０分１６秒 
 
１９分３８秒 
 
１８分４１秒 
 
１２分２５秒 
 
３２分１７秒 
 
１８分１１秒 
 
２６分０４秒 
 
１７分２２秒 
 
２０分３６秒 
 
１５分１７秒 
 
３０分５０秒 

監　　　　督 
コ　ー　チ 
コ　ー　チ 

総合４４位（町の部２２位） 
５時間５７分０１秒 

区　　間 選手名（敬称略） タ　イ　ム 

小島　　匠さん 

（７区） 

三留　由香さん 

（１１区） 

渾身の力をこめたゴール！ 

これが駅伝の醍醐味！（伊藤寛朗⇒根本雅彦）第３中継所 

西
会
津
町
チ
ー
ム
善
戦
！
 

　
　
　
ふ
く
し
ま
駅
伝
 

       　
　
月
　
日（
日
）に
、
晩
秋
の
福
島
路
を
舞
台

に
第
　
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
　
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
か
ら
福
 

島
県
庁
前
ま
で
の
　
区
間
　
　
２
㎞
の
コ
ー
ス

で
、
本
町
チ
ー
ム
の
選
手
は
力
強
く
タ
ス
キ
を

繋
ぎ
、
市
町
村
合
併
等
に
よ
り
戦
力
を
増
す
チ

ー
ム
が
多
い
中
で
、
昨
年
を
一
つ
上
回
る
順
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
、
あ
た
た
か
い
声
援
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

18

16

96.

19

51

11

西
会
津
町
チ
ー
ム
善
戦
！
 

　
　
　
ふ
く
し
ま
駅
伝
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みんなの広場 みんなの広場 
薄
　
　
君
子
 

〔
さ
ゆ
り
が
丘
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
秦
千
香
子
さ
ん
（
さ
ゆ
り
が
丘
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
 

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
（
田
村
裕
・
㈱
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
）』
こ
の
本
 

は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
あ
ら
 

ゆ
る
世
代
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
す
。
」
 

　
「
中
学
２
年
生
の
１
学
期
の
終
業
日
に
、
学
校
か
ら
帰
る
と
父
親
に
 

『
解
散
』
と
言
わ
れ
、一
人
で
公
園
生
活
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

空
腹
と
の
戦
い
や
自
分
で
考
え
工
夫
し
て
公
園
生
活
を
乗
り
切
っ
て
生
 

活
し
て
い
く
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
作
者
が
吉
本
興
業
に
入
る
ま
で
 

の
実
際
の
話
で
す
。
」
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
る
と
、
 

　
「
１
ヵ
月
弱
の
公
園
生
活
後
、同
級
生
の
父
母
・
学
校
の
先
生
な
ど
、
 

た
く
さ
ん
の
人
々
の
協
力
で
成
長
し
て
い
く
と
こ
ろ
。
そ
し
て
小
学
５
 

年
生
の
時
に
突
然
亡
く
な
っ
た
母
へ
の
作
者
の
思
い
が
印
象
に
残
り
ま
 

し
た
。
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「
短
時
間
に
読
め
て
、
な
お
か
 

つ
読
み
や
す
い
本
で
す
。
肩
肘
は
 

ら
ず
に
読
め
ま
す
。
人
間
は
一
人
 

で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
周
 

り
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
生
き
て
い
 

る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
感
 

謝
の
気
持
ち
と
い
う
の
が
、
ど
う
 

い
う
気
持
ち
な
の
か
が
分
か
る
本
 

で
す
。
」
 

と
最
近
話
題
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
 

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　宮田　友枝さん（11月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　将来、お世話になるかも…その 
時はよろしくお願いします。 

あなたの趣味は？ 
　ビデオ・映画鑑賞 
 
あなたの特技は？ 
　何をやっても人並みなの 
で、特にありません　 
 
熱中していることは？ 
　アロマ、お香を焚く。そし 
て遠くの友だちに手紙を書く 
こと。あと、デコメールに少 
しはまっています　 
 
あなたのモットーは？ 
　自分らしく 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　こう見えて意外にナイーブで 
優柔不断だったりするんです 
 
これからやってみたいことは？ 
　本格的に座禅を受けてみた 
いと思います 
 
最近感動したことは？ 
　東京にいる息子からバイト 
代で初めてプレゼントをもら 
ったこと。涙が出ました 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ・Ｗさん（３町内） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
愛
犬
く
ぅ
　
5
歳
〜
ミ
ニ
チ
ュ
ア
 

　
ヨ
ー
ク
シ
ャ
テ
リ
ア
』
　
 

　
「
子
ど
も
と
接
す
る
時
と
は
別
の
 

　
　
意
味
で
か
わ
い
く
て
仕
方
な
い
 

　
　
で
す
。
ペ
ッ
ト
は
心
を
癒
し
て
 

　
　
く
れ
ま
す
よ
ね
。
」
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経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
の
実
態
 

を
明
ら
か
に
し
、
工
業
に
関
す
る
施
 

策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
　
月
 

　
日
現
在
で
工
業
統
計
を
実
施
し
ま

す
。
 

 
今
年
度
は
、
従
業
者
４
名
以
上
の
 

事
業
所
が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

　
　
月
中
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
ま
す
。
調
査
内
容
は
、
統

計
以
外
の
目
的
に
は
一
切
使
用
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
１
 

   　
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
の
為
 

に
所
有
す
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
申
 

告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
　
年
度
の
申
告
期
限
は
平
成

　
年
１
月
　
日
（
木
）
で
す
が
、
事

務
処
理
上
１
月
　
日
（
金
）
ま
で
に

申
告
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。
 

　
な
お
、
　
月
中
に
申
告
書
用
紙
が
 

届
か
な
い
場
合
や
、
は
じ
め
て
事
業
 

用
の
資
産
を
所
有
す
る
場
合
は
、
申
 

告
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
連
絡
く
 

だ
さ
い
。
 

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

   　
夜
間
に
突
然
、
お
子
さ
ん
の
身
体
 

の
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
、「
こ
ど
 

も
救
急
電
話
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
 

さ
い
。
 

　
看
護
師
や
医
師
な
ど
が
、
家
庭
で
 

の
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
 

イ
ス
し
ま
す
。
 

◆
相
談
電
話
番
号
 

　
０
２
４
―
５
２
１
―
３
７
９
０
 

　
　
※
通
話
料
は
、
自
己
負
担
と
な
 

　
　
　
り
ま
す
。
 

◆
受
付
時
間
 

　
毎
日
、
午
後
７
時
〜
翌
朝
８
時
 

  　
県
で
は
、
ニ
ー
ト
に
つ
い
て
の
悩
 

み
ご
と
や
困
り
ご
と
に
関
す
る
「
巡
 

回
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
 

は
無
料
で
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
 

す
。
 

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

◆
日
　
時
 

　
　
月
　
日
（
木
）
　
時
〜
　
時
 

◆
場
　
所
 

　
県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
 

◆
定
　
員
 

　
５
名
（
１
人
あ
た
り
　
分
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
商
工
労
働
領
域
 

　
　
　
　
　
　
雇
用
対
策
グ
ル
ー
プ
 

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
８
２
０
９
 

   　
県
で
は
、
平
成
　
年
１
月
よ
り
、
 

県
立
医
大
付
属
病
院
の
救
命
救
急
セ
 

ン
タ
ー
の
開
設
と
あ
わ
せ
て
、
ド
ク
 

タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
を
開
始
す
る
予
定
 

で
す
。
 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
救
急
現
場
に
 

直
ち
に
医
師
や
看
護
婦
を
派
遣
し
、
 

重
篤
な
救
急
患
者
へ
の
治
療
を
い
ち
 

早
く
開
始
す
る
と
と
も
に
、
救
急
専
 

用
の
医
療
機
器
を
装
備
し
た
機
内
で
 

治
療
行
い
な
が
ら
、
高
度
な
医
療
機
 

関
へ
短
時
間
で
搬
送
し
ま
す
。
 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
よ
り
、
 

救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽
減
が
 

図
ら
れ
、
県
民
の
安
全
か
つ
安
心
な
 

暮
ら
し
が
守
ら
れ
ま
す
。
 

　
な
お
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
消
防
機
 

関
の
要
請
に
よ
り
出
動
し
ま
す
。
県
 

民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
要
請
す
る
こ
 

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

◆
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
 

　
・
ヘ
リ
が
着
陸
す
る
場
所
か
ら
待
 

　
　
避
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
・
着
陸
後
は
救
命
治
療
を
行
い
ま
 

　
　
す
の
で
、
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
 

　
　
さ
い
。
 

　
・
離
着
陸
の
際
は
ヘ
リ
の
風
圧
や
 

　
　
騒
音
が
発
生
し
ま
す
。
窓
を
閉
 

　
　
め
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
や
す
い
も
 

　
　
の
は
室
内
へ
し
ま
っ
て
く
だ
さ
 

　
　
い
。
 

   　
一
昨
年
　
月
に
発
覚
し
た
構
造
計
 

算
書
偽
装
事
件
の
よ
う
な
問
題
を
二
 

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
「
建
築
確
 

認
・
検
査
の
厳
格
化
」
を
大
き
な
柱
 

と
す
る
建
築
基
準
法
等
の
一
部
改
正
 

が
行
わ
れ
、
６
月
　
日
か
ら
施
行
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

　
建
築
確
認
・
検
査
は
、
建
築
物
の
 

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
手
 

続
き
で
、
直
接
に
は
、
設
計
者
や
工
 

事
施
工
者
が
対
応
さ
れ
る
も
の
と
思
 

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
手
続
き
が
 

円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
建
築
 

主
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
 

で
す
。
 

◆
建
築
主
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
 

　
①
設
計
条
件
や
要
求
事
項
に
つ
い
 

　
　
て
、
設
計
者
と
綿
密
に
打
合
せ
 

　
　
を
行
い
、
意
匠
・
構
造
・
設
備
 

　
　
の
整
合
性
の
と
れ
た
設
計
書
に
 

　
　
よ
り
確
認
申
請
を
行
っ
て
く
だ
 

　
　
さ
い
。
 

　
②
設
計
図
書
の
作
成
や
確
認
申
請
 

　
　
の
手
続
き
に
必
要
な
期
間
を
考
 

　
　
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
余
裕
の
 

　
　
あ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
 

　
　
て
く
だ
さ
い
。
 

　
③
設
計
内
容
の
変
更
を
行
う
場
合
 

　
　
は
、
軽
微
な
変
更
を
除
き
、
計
 

　
　
画
変
更
の
確
認
の
手
続
き
が
必
 

　
　
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
当
初
の
 

　
　
建
築
確
認
申
請
の
段
階
で
設
計
 

　
　
内
容
を
十
分
に
詰
め
て
お
く
と
 

　
　
と
も
に
、
設
計
内
容
の
変
更
を
 

　
　
検
討
す
る
場
合
は
、
工
事
の
ス
 

　
　
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影
響
に
つ
い
 

　
　
て
十
分
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
喜
多
方
建
設
事
務
所
 

　
　
　
　
　
　
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
 

　
　
０
２
４
１
―
　
―
５
７
２
７
 

◆期間 
平成18年11月１日～ 
　平成19年10月31日 
◆団体及び目的 
県会津保健福祉事務所 
（医療に関する意識調査） 
自衛隊 
（自衛官募集） 
 

24



14

仲　川　直　子（86）飯嶋民雄　　母　　10町内 
山　本　茂　久（78）ノブ子　　夫　　10町内 
武　藤　ヒ　ロ（82）文　男　　姉　　芹　沼 
須　藤　淑　郎（81）正　光　　伯父　　萱　本 
渡　部　虎　光（80）光　榮　　父　　上小島 
三　留　君　男（69）芳　明　　父　　青　坂 
田　崎　ヨシノ（95）次　男　　母　　黒　沢 
伊　藤　マサノ（95）暢　彦　　母　　徳　沢 
塚　原　セ　ツ（96）俊　雄　　母　　徳　沢 
長谷沼　和　吉（98）清　吉　　父　　小清水 
武　藤　しゆく（83）勝　英　　母　　樟　山 
武　藤　　　享（79）裕　悦　　父　　井　谷 
岡　野　ユキ子（87）　公　　　母　　下　松 
五十嵐　シヅエ（84）　勗　　　妻　　大舟沢 

人　口　　８，３５４人　　　－２０人 
　男　　　４，０１０人　　　－　６人 
　女　　　４，３４４人　　　－１４人 
世　帯　　２，９２９世帯　　－１１世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

高　津　翔　和く　ん　裕昭・梓　　　9町内1 

黒　澤　和　花ちゃん　将幸・恵美　　芝　草 

伊　藤　妃　杏ちゃん　日出男・美由紀　　牧 

佐　藤　なつみちゃん　剛・由香　　　西　林 

と わ 

の　ど　か 

き　あ　ん 

二　瓶　晃　典　　縄　沢 
小　林　幸　子　　喜多方市 

◆日時　12月 7日（金） 

　　　　　　27日（木） 

　　　　午前９時～ 

◆場所　老人憩の家 

◆電話　４５－４２５９ 

12月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

○固定資産税第４期 
○土地改良区償還賦課金第３期 

○介護保険料第７期 

12月10日（月） 納期限 

12月25日（火） 納期限 

1月 4日（金） 納期限 

県立喜多方病院  
入 澤 病 院  
荒川胃腸科内科クリニック 
佐 藤 病 院  
舟田クリニック産科婦人科 
荒 井 医 院  
小 野 病 院  
あきもと整形外科クリニック 
さいとう内科胃腸科クリニック 
わたなべクリニック 
米 山 眼 科  
有 隣 病 院  
大 竹 内 科  
丸山内科小児科医院 
いとう子どもクリニック 
小野木クリニック 
遠 山 眼 科 医 院  
佐 原 病 院  
君島内科消化器科クリニック 
鈴木内科消化器科クリニック 
森 田 小 児 科 医院  
いがらし耳鼻咽喉科 
県 立 喜 多 方病院  
小 野 病 院  
有 隣 病 院  
佐 原 病 院  
坂下厚生総合病院 
県 立 喜 多 方病院  

0241（22）2181 
0241（22）0267 
0242（32）2201 
0242（26）3515 
0242（23）1103 
0242（83）2224 
0241（22）0414 
0241（21）1515 
0242（38）3717 
0242（24）0506 
0242（27）0862 
0241（24）5021 
0241（22）0241 
0242（27）5553 
0242（27）4601 
0242（26）5533 
0242（83）2011 
0241（22）5321 
0241（24）5800 
0242（33）6100 
0242（27）7686 
0242（39）2010 
0241（22）2181 
0241（22）0414 
0241（24）5021 
0241（22）5321 
0242（83）3511 
0241（22）2181

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
喜多方市 
喜多方市 
喜多方市 
喜多方市 
会津坂下町 
喜多方市 

12月15日（第３週）受付時間11時まで 
 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

会津美里町
 

 
喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
猪苗代町 
会津若松市 

佐 藤 歯 科 医 院  
高 橋 歯 科  
佐 藤 歯 科 医 院  
玉 川 歯 科  
松 崎 歯 科 医 院  
本 間 歯 科  
玉 木 歯 科 医 院  
長 峯 歯 科  
斎 藤 歯 科 医 院  
蓮 沼 歯 科  

福 田 歯 科 医 院
 

 
な る せ 歯 科 医院  
い し か わ 歯 科  
村 澤 歯 科 医 院  
河 東 歯 科  
長 谷 川 歯 科医院  
渡辺ゆうぞう歯科クリニック 

0241（22）0394 
0242（28）4363 
0241（22）0344 
0242（28）4363 
0241（27）4802 
0242（22）0922 
0242（83）4818 
0242（29）4182 
0241（27）7711 
0242（28）7110 

0242（54）2030
 

 
0241（24）4676 
0242（75）5550 
0241（27）3001 
0242（75）4899 
0242（62）2525 
0242（37）2232

9 
（日） 
16 
（日） 
23 
（日） 
24 
（月） 
30 
（日） 
31 
（月） 
1／1 
（火） 
1／2 
（水） 
1／3 
（木） 

9 
（日） 

16 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

23 
（日） 

24 
（月） 

30 
（日） 
31 
（月） 
1／1 
（火） 

1／2 
（水） 

1／3 
（木） 


